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立 命 館 神 奈 サ:i県 支 部 に よ せ て

幹 事 長   斎 藤  寿 弥 (躍 27年 経 卒 )

立 命館大学神奈川県支都 が設立 され 、はや 3年になろ うとしてい ます。
総会 ・忘年会・ 文化講演会・ ゴ ルフの会・ つ りの会 ・ ョ ッ トの会・美術鑑賞会
マージヤンの会 そ して第二水躍 日の会 と.3‐ 実に歩んできました。

またこの神奈チ11の 一隅 で「立命」 に集いし人々のあつ まりは、
小市民的集 まりではな く、生涯教育 の大 きなサ ークルとして
発展 して きました。今後 は校友 の就職斡旋 け 卒、 中途退職 者
定年退段者を合 めて)の L● 動 、花むこ花嫁 の紹介、趣味の会 の
活動を情熱をも って進め たい。全国― の アッ トホームな支部を
つ くりな い。校友一人ひと りの積極的な参 加・協力をお願 いい
た こノます。

0立 命館 大 学 碑奈 川 県 支 部 総会 (第 4回
日
場

X

時 昭和 61年 3月 2日 (日 )午後 4:
Fll 横 浜 国 際 ホ テ ル  は 浜駅 西日

横浜市西区 内幸  2-16
雪  (045)311-1311

り開催 され る

00～
徒 歩 5分 )

蜜 谷岡武雄総長 フ終茂校友会注」会長 芝晃校友会課長補佐
三上治二郎東京支部長 小 |な 湾夫東京文部葛」支部長 ほか

○ 等 三 水 曜 日
~l会

の お 知 ら せ
■奈サli県支部 では情報

交換会を 昭和59年 7月に
発足 させ毎 月第 3水睦 日
に開催 してい ます。「 校
友会々桑相互 の親睦を深
め、 そして諸 々の情報を
交換 し得 る場Jと して発
展 しつつあ ります。気軽
に多 くの校友か ら参 加 し
ていただきた イご案 肉中
こノ上げます。
次 [は 3月 19日 F6:30
会責は 2Υ 000月 位

曇事・・ 上ヨ■ (41年法 )
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夕
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雷 (04⇒ 312-5161
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3月 ′ヨ (I=) り  つ め  t、

房 4回   神 奈 チ1県 ヽ́ 部 総 会 開 か れ る

本 百 (3月 2日 )は 多忙な折 、多数 の技友 の方々御 出席下 さ りあ りがと ぅござ
います。 ここに第 4E支部総会を開性夕 tプ ます。
○ 支 部 役 員 (案 )

顔  間  関 日要三 (大 14年専経 )

支 部 長  勝 田寛一 125年文 )

副支部長  西村 弘 (26年経)岸本哲夫
幹 事 長  斎藤寿弥 127年経 )

委員長  重谷
委員長  登川

小日可義雄 に8年文 )

(26年法)相沢良信 (30年理工 )

冨」幹事長  茂 」」哲也 (31年理丁)浜田平穂 (31年 文 )

監  事  森 田康夫 09年理) 繊 田陽司 (35年理工 )

幹   事   武 田  山 本   福  田  上 田  桜
登 チli  石 井   車   小 野  松
小 画  山 口  橋 本  都 築  谷
LLI 下 (保)JII 俣  長 浜   泉

本
日
本

計
簿
報

会
名
広

※ 委 員  浜 田
委員  都築

重 谷
芝 野
長谷り||

.現地  9時 )|
04う -712′ 1,「 ,    1

委員長  武田    畠」委員長 上 日、都築
委員   長谷川 、山下、川俣 、長浜 、泉

事務局  局長   浜 田
○ 神奈川県支部 のあゆみ

・支部設立にむけて

昭和 57年 10月 神奈り:1在住 の立命館校友名簿 にもとづ いて トー‐ア嶼 の相沢・福
田・浜日様 が神奈;il県 支部設立の意見を求めるハガキを発送

・昭和57年10月 ～昭和 58年 2月 世話人会・準備会
'″ 58年 2月 11日 神奈り|1県 支部設立総会 於 :川崎 日航 ホテ ル
・ //・ 58年 3月 6日 講演会「徳 チ1家康」 N磨 チ ーフディレクター 大原誠氏
・ ″ 58年 4月 17日 美術鑑賞会 東京都美術館
・ ク 58年 5月 8日 講演会「政 界放談J前衆議 院議 員 田中伊二次先輩
・ ク 58年 8月 28日 講演会「 日本人 はどこからきたか 1日辺 昭三氏
・ ″ 58年 10月 16日 ハイキ ング 厚木 高松 山

※ りつめい抑余り|1創 刊号・ 2号・ 3号・支部名簿発行
。昭和 59年度
・ 昭和59年 4月 ]日 第 2日支部総会 於 :ョ コハマプラザ ホテル
・ ″ 59年 4月 15日 第 2回美術饉賞会 東京都 美術館
・ ク 59年 5月 13日 ～14日 第 1回ゴ ルフコ ンペ 於 :館山カン トリーク ラブ
・ ″ 59年 6i310 EI誇演会 「日本のイム像 について」淀井敏夫氏
・ ″ 59年 7月 J8護 よ り毎 月第 3水曜 日に情 報交換会 帳 務 )

・ ″ 59年10月 9日 第 2ロゴ ルフコ ンペ 於 :平塚富 ゴ1見 方ン トリー クラブ
・ ″

"年
10月 21目 第 1日海 つ り大会 於 :片瀬江 ノ島・ 相模湾

・ ク 59年12月 9日 忘年大会 於 :横浜大飯店
・ ク 60年 1月～ 3月 総会開催 のため幹事 会・準備会

>1 りつめい神奈′1 4号・ 5号発行
0紹■60年度
・ 昭和60年 3月 21日 第 3回支音g総会 於 ,横浜国際 ホテル
・ ク ω年 4月 7日 第 3ロゴルフコ ンペ 於 :沼津国際 カン トリークラブ
・ ク 60年 4弓 14日 第 3E美 術鑑賞会 is:東 京都美術館

i 多88奉轟月省吾星F占9守フで多漏
ノ
蜃7甚菖菖顔ダラトリークラブ

・ ″ 60年 12L18日 忘年大会 於 :ホ テル・アス ター
・ ク 61年 1馬 ～ 2弓 総会 胃社のため |=ヽ 事会 ′笙惰会

可μttm仁笙
二:二讐 』専」1塾 :ャ

フコ
ご 差毒

合
姜

F/・ 7=

iう
-712′ 1,「 ,    1

1



勇
=■

昭和∞年度 立命館大学校友会 神奈川県支部

会 計

会言「報告
昭和61年 3月 2日
浜日 平穂

重谷  務

収 入 の 部 支 出 の 部

年 度よ り繰 越  __ニ ヱ 塑 ソ

・年 二晏 費     23」 総会費用      g/θ ,ど

―
―             

・
ヽ
「

ヽ一
=ごフr…∵ ～写

寄 付鵬 ≧ (黎 通信費 (総会適知ほか)2ソ /,ク

ざ脅 ′ 三年会) /7,6
″
~(忘

年会L____ 2■」 薄 2 ,θ (

客付金         Jθ ,θ θθ 雲年会費用     27夕 ,σ l
訂
~ 

香興  _ ____`22,
こ靭へ褒越       ′ 夕,,ワ

計 ~~7菫 菫I芝7丁 計 /,夕 θ,,g/

昭和 61年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 会計予算案

二         会 計  浜 田 平穂

我が立命館の生んだ作家 正延 哲士 氏の著書を紹介します。

４
一

半の

書
離
鉢
か
群
麟

場○
○
○
○
○

脚静 現代企画室

徳 間書店
″

ク

二 一書房
//

木馬書館

¥1,500
¥  700
¥  630
¥  630
¥1,800
こヽ1,800
¥1,5008 層鳥暑08言鰈 点

○ 昭和三年の法医鑑定        ク

※ 正延 哲士 (1931年 生 立命館大学 哲学科中退 )

重谷  務

支 出 の 部

面年褒より繰越  ‐ 二■ ,ピ

「
 会 費 ____1_壺 田 FOl代         ′ L■ ■ 2_

フ

村 会 θ
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用 _5‐

Jθ ,θ θθ

ヨ年
`

θ θ

てそ「 [ 越       65,ぢ ソし

計     /,7/,,」 ツθ ヨ
~~    /,7/5,ぎ

γθ

略 61年 度 入 誠

受   星 を   ,「饉争    総   瑳3t

48;580人

(二部受験者 未集訂 )
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スカム な峰から見たテ リン燎 (中央左が主蹂、 ■が西
峰 )o菫 谷隊長 (円 内在)と 亀井登 iよん1壕長 (円 内t,

隊長の重谷 み氏 は立命館大 学 文学部を F_・ 和33年に卒業 され、勤務 のわたわ ら
四十二年 の歴 史を持 つ県下 で最 も言い出岳会 「横浜 山岳会 Jに所属 し、活躍 され
ている。登 :」 の成功 を お祈 りす る次第 であ る。 また秋 には講演会「 ナ リン降を か
た る」が計画 されてい ます。多数 の御 出再を お願 い致 します 。 し
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キ
ス
タ
ン

・
カ
ラ
コ
ル
ム
地
方
の
未
繁
雄
、
チ
リ
ン
峰

（
標
高
約
七
、
０
九
〇
ν
）
に
“
戦
す
る

計
画
を
立
て
て
い
た
横
浜
市
内
の
社
会
人
意
Ｌ
グ
ル
ー
プ

一
横
浜
出
岳
会
」

（
石
川
油
部
ほ
表
、
百
六

十
二
人
）
に
、
こ
の
ほ
と
パ
キ
ス
タ
ン
政
Ｆ
か
ら
二
山
妻
可
が
下

，
た
、）
会
で
は
、　
一
を
フ
〓
ル

か
登

山
隊
」
と
名
付
け
た
〓
任
メ
ン
バ
ー
十

一
人
を
決
め
、
準
薇
を
ヒ
め
て
い
な
が
、
七
千

，
Ｌ
に
ア
タ

ッ

′
す
る
の
は
初
め
て
だ
け
に
「
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

一
と
張
り
切

っ
て
い
る
。

趙詭

未知の取
葎
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都
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Ｌ
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山
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大
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員
百
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宣
千
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ら
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一
人
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画
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と
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宗 成  (田 32年 法卒 )=

スポーーツそのものは何でも好きですが専 らテ レビ観戦 で自分でするのはゴル

フ位 のものです。それも 100を ■ るのに苦労する月一ゴ んファーです。
それでも初 ラウ ン ド以来のスコア カー ドを 保存 し ,正 月には一

‐
・分を整理 して

は楽 しんでい ます。いままでに約 250回プ レー していますが、その間の失敗や

珍談 は数知れずあ ります。次□にそのいくつかを答璃 してみ まし ょう。

校友会支部 のゴルフ会 には■ lJ先賃 か ら,の 熱心 なお誘 いを受 けて第 2回大会

から参加 してお ります。

`ヽ

いが災いして 110も たたきシ ョンボ リしてお りまし

た。ところが Wペ リア方式 による HDCPに 助 けられて第 3位 に入賞 し、続 く第

3回大会 で優勝 、第 4回大会 も第 3位 と本人もビ ック リの成績 です。

おまけに第 4回大会ではワイアまで l~勝 して しまい ました。も うこれで抜 ける

訳 にはいかな くな りました。こんなに楽 しいコ ンペは減多にあ りません。

2番 目に楽 しいコ ンペです。賞品をいただけるのは、私 よ リスコアの悪 い先輩

が何人も居 るか ら (失ネし!)で気分はそ う快 です。何 よ り先輩後輩 の陽てな く

ワイワイやれ るのは最高です。私 の育ちの悪 いせいで ヒンようか ?

それ とも校友意 識 のなせ るもので し ょうか ?

大会 も回を重ね る毎 に人数も増 え益 々規睦 の度合 も深 まってお ります。

ビギナーの方 にコ ッソ リ教 えます。上は 80か ら下 は 130プ ラスス です。

堂々と参加を申 し込人′で下さい。

西 園 寺 公 望 公 σ

昭和 65年に創 立 90周年を迎える ■ヽ命昭和 65年に劇 正 90周年そ迎 える ■ヽ年

学■ で最後 の元老 として知 られ る面 FR● 寺

全
吾異二選ξ種蟹暫£稀檀雰房薯慎重叢

蔵 されている資料 についての情 報堤供を

西 13~寺公 の本格的な伝記 はまたない。

J菫霙言讐[骨][震ζfうし9ス首ゞ
由
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老
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判
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長
初
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０
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ク
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着
し
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十
九
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。

「立命館」の名は、母」治、大工、昭和の

モ貸ξt塩畠こ曇菫意劣穀塾〒豊青重F
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西村 弘 (昭 24年哲学科 中退 26年経済卒 空手遭 部 0.B)

外洋 ヨ ッ トの襲醐 味は豪快な帆走 にあ りますが 、それ にもまして楽 しいのは
陽気 な仲 置と トロー リングを して釣 り上 げたシイ ラや ソーダカツオを その場で
刺 身にしての乾杯 です。 また大 島、神津島、八丈島へ のテ イ トセ ィー リング (

夜 間航海)の夜空 は星・ 星・ 星で一杯 でそオ■がキ ラキ ラと輝 き海面 の船べ りは

夜 光虫がエ メラル ドグ リーンに升 えて光 りなが ら流れて行 く中を コ ッ トは風 に

乗 って音 もな くすべ って行 くとき幸 せだなあと思 う。
しか しこんな雰ヨせ気 で酒をチ ビ リチ ピ リや りなが ら音の女・女・女 のことなど

想 いlτけているといつしか前後不覚 。翌朝苦 いク ルーに「スキ ッパー (梃長私
のこと)朝食 の円意 が出来 ましたcJの 声にだ こされ酔眠での香 り高いコ ーヒ
ーが最高 一― こえな ことで喜ん でいる人生の事 びの低 さに自分で思わず苦笑す

ることがあ る。
8月 の第二よ曜 日の会 で常連達がヨ ッ トで トロー リング大会を や りたいとい

うことにな り9月 2ι 日の前夜大漁を期待 して酒盛 りを しよ うと江 の島 ヨ ッ トハ

ーパーに係留 してある「潮路 T00号 J(共 同オーナー)に 集 った。

ところが生 憎 と午後 か ら雨でデ ッキ の上で星を

'`め

なが らハーバーライ トのあ

か りで乾杯 と思 ったが・・l念。キ ヤビン (船 内)にて乾不 。しか しお互 い遠慮 の

い

3為ETじ 季寅 螢暴 主:晨 ほ畠逸魯2[勢 三tCう 雰 署テ]磐
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くガー ドして くね′ますのでキ ヤビンは治外法・f。 酔 っば ら って大声を 出そ うが

どんな不謹慎 なことをや ろうが全 く別世界 。そんな気各 さも手伝 ってか 日頃の

過酷な仕事 か ら解放 され いい気持で好 き勝手 な話 に花が咲いた。 こうい うとき

の酒 の美味いこと。酒 はアルコールを飲むの じ ゃな く雰囲気を楽 しむものだと

つくづく思 った。翌朝 も雨がや まずそれ

に風も強 くな ったので トロー リング は中

止。 またの機会を楽 しみに解散 。

参加者  岸不 斎 藤 茂■1 松 田

重谷 長谷 川 ■1下 長浜

釣 り ,海 ・コ ツ トに興 味のある方気軽に

連絡 して下 さい。至極気楽 な初老 のコ ツ

トマ ンです 。

〒227横浜 r.緑区ぁざみ野 3-31-32
愛.045902-709'■ 8時以後

ちなみに 瑠 路 T00号 は女人の堀江言瑠 路 T00号 は女人の堀江課一兵 のマー メイ ドI■ とに型の36フ

一 ｀のアル ミた 。 1975年オース トラ リアのシ ドニーに遠征 し世界三大 ヨ ッ ト

レ=ス の一 ツ、シ ドニ ー～ホパー ト レース に 日本代表チームとして出場 した。

― 一 ― 空 手 遺 部 授 東 0 会 設 立 さ れ

立命館大学生 手遭部関東 OB会設立総会が昭61年 2月 2日 (日 )

中国飯店で力かれた。東京 、千葉 、埼玉 、群馬、神奈 II

る 一一 一

東京 ・ 日本橋 の

と OBの
'告

招

している場所 が広 く分布 しているにもかかわ らず60%以上 の高 iも 席。谷 口勝一 、

曇)は か多数 の来贅 が あ つた。 また神 奈

上の四氏 が わ祝 いにか け つけ盛大な う ち

方L貪 ][薯g驚甚詈鴛零状2な 球愛労
‐("ハ 路 r.・:ギ ‐ チキき わ ′          イ与

^「

li1 8■ 45年 F)
1益 々の発展 が

'待
され る。 (長搭

「111 醸 45年 文 )



和61年 3月 2日

関 西 学 生 野 球

準 優 勝 に 終 わ

関西学生野球秋季
_」

=グは近 畿大学 と
最後 まで優勝を争 づ
たが、 1勝 2致と勝
点を おとし惜 しくも
優勝をのが した。

今年 に期待 したい。

60年 度 司 法 試 験

法務省 は昭60年10月 31日 、司 法試験
合格者 486人を発表 した。競争率
は 49.1倍 。立命館 出身者 は 6人で
あ った。

東 大
早 大
中 大
東 大
慶 大
阪 大
一橋 大
明 大
名 大
九 大

14. 116望譴しヽ

り つ め い 第 7号

ら す。

第 34回 全 日本学生 ホ ッケー選手
権大会が11月 3日～ 6日 にかけて天理
市 ●窺 塁ホ ッケー場ほ かで行 われた。
男子yチ _ム参加 の中、立命館 は勝 ち
進 んだが準決勝で東京農大 に借敗 した。

立 法  中 明 京 事

命   南   ‐

大 大  大 大 大 大

ソ コ バ ン 日 本 二 金 本 くん

ソロバン日本―を競うm年動 本

沐 算選手権大会」が昭∞年 8月 8日開
かれた。同大会は、ソロバ ンニ人大会
の一つといわれ、七種 目に拠を競 った
結果、立命大経営学部 2回生の金本和
祐くんが、満点に近い高得点をとって
優勝 した。金本 くんは、「珠算を習い
始めたのは小学校一年生の時からで現
在十段。今回の大会は自己の点数を少
しでも上げようとしたこ|と が優勝につ
ながった。将来は商業の先生にな りた
い。」と語 る。一昨年、昨年 と準優勝
の経歴の持ち主。やっと念願がかなっ
た二。                  

｀
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遷和 61年 3用 2日 (日 )

県 立 高 校 の き び 方

県立田奈高校 教諭 長谷チ|1貞 栄 (45年 文 地理学科卒 )
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◎ ある学区の志願者数 (昭 61年 2月25日 入試分〉

入学定員 学区隠 1撃ξ訳‰ 例校 :計 競争率 60年競争率
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神奈′|1県 には「全 日制・普通科Jと して16の 学区がある。
また横浜市には 6つ の学区があり、説明上その 1つ の学区の志願者数を上にあ
げました。

☆ 学区外・・・普通科各校が定員の 8%ま でに限り、県内全域から志願者
を受け入れる

★ 特例校・・・普通科の学区 F15の入学定員のアンバランスを調整するため
特定の他学区の志願者を受け入れる

◎ 中学 3年時に於いて受験校を決める時は偏差値その他によって成績上位の
者からいわゆる上位校 (合格するのは難易 千遂メ学進学者が多い といわれて
いる高校への受験者を決める。次の偏差値の生徒は第 2位校へそして第 3、
第 4位・ ,・ へ。一―一 これがいわゅる輪切である ―一―一
従 って多 くの学区では (例外もある)、 最下位校へ生徒が集 まり競争率が一
番高くなる。入学選考の資料 として内申がЮ%、 ア・テス トが20%、 入学試
験が30%であるから 70%は入試前に既に決定している。輸切 り指導による受
験校決定は現アではいたしかたない。 r● えば第 3位校受験をすすめられた生
徒が 1位校を受験 し,て入試で満点を取 っても選考資料の30%に すぎないので

◎ 奪属譲こう〔」爵源屋縫馨亀理翌1奮違し入れている高校は、とうしても
下位校にな らざるを得 ない。理 由は我面 の都合上 ここでは述べな い。

晉憲ふ曇管f言霜:ム等績籠ず琶観豪残竃t警晨薫竪」で
うこ

大学進学希望者には、遠くても少 しでも進学この高い高校をということにな
る。普通科といっても就職率Ю%を越える高校は半数近 くある。在学生の進
路によって学校の雰囲気は、ぜんぜん異なる。就職率

"%を
越える高校では大

学受験となると相当な党悟・努力が必要となる。しかし最下位校でも 3年間
頑張 り、 トップ校の「中」の成績では合格し

'な

い横浜市立大学に合格 してい

‐
l彗優≧ヒib][13童 f菖

虜営層墨なぉ易ξ議暦見ぞムTさ唇?蓑賃ダ
米 次回 (3学費 はいくらかかるか・学校生活をいかに送 るか です。

ヘ



選●5‐
=■

2憂

「

ヤ｀ ′ご : 'テ

昭 和 ∞ 年 三 忘 年 大 会 動 か れ る

12月 8里 (日 )横浜 出下町 、ホテ ル・アス ターで50な名 の参 t]のもと開かれた。
夫人 、子ども、東京支部 からの参tl応 あ り、なごやかな うちに開幕 。
上田隆氏 (41年法卒)の司会のもと校歌粁唱、ジヤンケンゲームと続き、あっと
いうまに 2時間がすぎ再会を約 して解散。なお当日、関日要三氏 (大 14年専経 )

鶴見一男氏 (昭33年経卒)上田隆氏 (昭 41年法卒)の三氏から金一封をいただき
ました。あ りがとうこさいました。またお忙 しい中、櫛出席下された曽様ご苦労
様でした。                (長 谷チ|1 昭45年文 )

名 担 当 者 か ら の お 願 い

○ 会費払い込みのお願い (会計担 当 重 谷 )

会員一人ひと りの会 費が 、支部の充実 した運営・発展 に結 びつくことと

御認識 の うえ 皆様 の御支撲 .御協力をお願い致 します。
振込先 は 下記 いずれ の機関を通 じても結構 です。

(1)銀 行  横浜銀行 横浜駅 前支店

(2)郵便局
普通預金  さ(● 825229
横浜 中央郵便局
振書 口座  No横浜 5-10799

※ 口座名はいずれも「立命館大学校友会神奈サil県支部」
(3)現金書唇 下記事務所 まで

〒 221 横浜市神奈川区鶴屋町 2-21-9
、          三善 ビル トーア曖横浜支店内 浜田平穂

(昭和61年 3月 2日総会出席の方は、当日の会費に合まれています
昭61年 4月 1日～昭62年 3月 31日 有効 ¥3,000)

○ 勤務か 住所など変更の時は事務局まで複:連絡下さい。
(名簿発刊委員長  登 り||)

求人・ 求職 の募集を致 ヒ′ます。事務局へ御連絡を !

協賛広告を御願 い致 します。

花 嫁 求 む !

・長浜 隆文
本 籍
現住所
勤務先
趣  味

第 7号をおとどけ します。会員の方 々に少しでもお役に立 つよう、読んで楽
しい広報 とな るよ う工夫 した つも りです。編集 についてご意 見あ りました

ら、お寄せ下さい。
会員 な らびに御家族 の皆様 の積極的な投稿をお待 ちしてお ります。

神奈サ|1県支部 では校友相互 の規睦を はか るため、ゴルフの会 、ヨッ トの会 、
つ りの会、水曜 日の会、美術鑑賞会 、講演会 を計画 しています。
また全国一 のアッ トホームな支部 となるよ う幹事二同がス′ば っていますの
で会合 には出来 るかぎ りの御 出席をお願 い致 します。

０

０

０
(昭 54年経卒 )

神 戸市

横浜 市
セ ンコー株式会社
ゴ リレフ (′ .ヾ

トミン トン

スキー・音楽鑑賞

広報委員長
委 員 (出下 、

日) 副委員長 (上 田、都 築 )

俣 、長 浜 、泉 、長谷川 )
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主な事業内容

アパ レル

宝石貴金属

毛皮

健康関連

貿易

外食

化粧品

呉服

出版

総合不動産

本   社

東 京 本 部

横 浜 支 店

京都営業所

神戸営業所

大阪市大淀区中津 1丁 ら6-‐浸 (世界長ビル)

l "1 電話 :06(372)4051  (代 表 )

東京都港区南青山 2丁 目24-15(タ ヮーアネックスビル)

〒107電話 :03(423)2811(代表)

神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 2-21-9(三善ビル
)

〒221電話 :t・45(312)1321(代 表 )

京都市下京区松原西堀:!1西入ル北FE前町761(セ ントラルビル2F)
〒600電話 :075(801)8726(代 表)

神戸市中央区明石町18(大 日明石ビル3F)
〒

“

0電話 :078(392)1191(代 表)

代表取締役社長 相 澤 良 信 (昭和30年理工 )

ヘ


